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「
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ホ
ド
ラ
ー
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展
に
て
１
月
22
日
ま
で
展
示
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筆
者
が
勤
務
す
る
東
京
工
業
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
教
育
院
は
、文
部
科
学
省
の
支
援
に
よ
り
「
核

拡
散
、
核
テ
ロ
、
大
規
模
な
原
子
力
災
害
や
緊

急
被
ば
く
問
題
等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
原
子
力
危

機
」
の
分
野
に
お
い
て
、
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
二
三
年
度
よ
り
修
士
・
博
士
課

程
一
貫
の
学
位
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
深
い
専
門
性
は

も
と
よ
り
、
幅
広
い
社
会
性
や
国
際
性
、
さ
ら

に
豊
か
な
人
間
性
を
養
い
、
時
代
の
流
れ
を
俯

瞰
し
な
が
ら
、「
高
い
志
を
持
っ
て
、
人
々
、
社

会
、お
よ
び
世
界
の
た
め
に
貢
献
す
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
」
こ
と
を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

学
生
は
全
寮
制
の
「
世
界
原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
道
場
」
に
入
門
し
、
一
部
の
教
員
も
学
生

と
と
も
に
住
み
、
学
生
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
す

る
教
育
環
境
を
整
え
て
い
る
。
こ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
内
外
の
専
門
家
に
よ
る
道
場
講
話
を

公
開
で
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
二
五
年
一
月
の
第
一

回
道
場
講
話
で
は
、
伊
賀

東
工
大
学
長
（
当
時
）
よ

り
、「
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す

一
五
の
法
則
」
と
題
す
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

平
成
二
九
年
十
月
ま
で
に
、

原
子
力
技
術
、
福
島
原
子

力
発
電
所
事
故
、
原
子
力
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
外
交
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
先
端

工
学
、
国
際
協
力
、
人
材

育
成
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
国
内
十
九
名
、

外
国
十
一
名
の
専
門
家
に

よ
る
計
三
〇
回
の
道
場
講

話
が
開
催
さ
れ
た
。
十
一
月

に
は
元
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
次
長
の
谷
口

当
教
育
院
特
任
教
授
よ
り
「
大
局
観
を
持
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
如
何
に
育
成
す
る
か
」、
十
二

月
に
は
元
国
際
原
子
力
機
関
原
子
力
発
電
部

長
・
原
子
力
委
員
会
委
員
の
尾
本
同
特
任
教
授

よ
り
「
原
子
力
発
電
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
は
質
疑
応
答
を
含
み

一
時
間
半
で
あ
る
が
、
毎
回
、
道
場
学
生
か
ら

の
活
発
な
質
問
、
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
討
論
を

通
じ
て
、
専
門
家
よ
り
様
々
な
観
点
か
ら
深
く

勉
強
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。（
本

文
、
写
真
と
も
写
真
中
に
記
載
の
ｕ
ｒ
ｌ
よ
り
）。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で

は
、
両
市
の
ス
ケ
ー
ト
場
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。
ウ
ィ
ー
ン
の
ス
ケ
ー
ト
場
と
言
え
ば
、
市

庁
舎
前
広
場
に
一
月
か
ら
三
月
ま
で
出
現
す
る

ア
イ
ス
ド
リ
ー
ム
で
あ
ろ
う
。
こ
の
リ
ン
ク
は

世
界
で
最
も
美
し
い
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

と
称
さ
れ
て
い
る
。
総
面
積
は
八
千
五
百
平
米

で
、
市
内
最
大
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
林
の
中
を
大
小

の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
氷
の
道
で
繫

が
っ
て
い
て
移
動
す
る
の
が
楽
し
い
。

有
機
食
材
に
よ
る
ス
ナ
ッ
ク
や
、
ポ

ン
チ
酒
、
紅
茶
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な

ど
、
暖
か
い
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
提
供

す
る
多
彩
な
ス
ナ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
と

テ
ラ
ス
付
ア
ル
ム
ヒ
ュ
ッ
テ
も
オ
ー
プ

ン
し
、
夢
の
世
界
が
広
が
る
。
夜
は

二
二
時
ま
で
オ
ー
プ
ン
し
、
八
〇
～

九
〇
年
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
ワ
ル
ツ
の

調
べ
が
流
れ
る
な
か
ス
ケ
ー
ト
が
楽

し
め
、
日
没
後
に
は
一
層
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
雰
囲
気
が
あ
た
り
を
漂
う
。

　

一
方
、
京
都
で
は
、
西
京
極
運
動

公
園
内
に
冬
期
は
ス
ケ
ー
ト
場
、
夏

期
は
プ
ー
ル
を
兼
ね
る
京
都
ア
ク
ア

リ
ー
ナ
が
二
〇
〇
二
年
七
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
公
園
と
調
和
す
る
外
観
デ
ザ
イ
ン

の
地
上
五
階
建
て
、
壁
面
や
屋
上
緑
化
な
ど
環

境
に
配
慮
し
た
設
計
で
あ
る
。
京
都
府
内
唯
一

の
屋
内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
あ
り
、
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
競
技
も

可
能
で
あ
る
。
こ
の
リ
ン
ク
で
滑
っ
た
中
京
区

出
身
の
宮
原
知
子
さ
ん
の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
活
躍
を
祈
り
た
い
。
四
〇
年
以
上
も
前
の

話
で
あ
る
が
、
一
九
五
三
年
～
七
四
年
に
は
左

京
区
岡
崎
に
キ
ョ
ー
ト･

ア
リ
ー
ナ
と
い
う
屋

内
ス
ケ
ー
ト
場
が
あ
り
、
一
般
の
他
、
関
西
の
大

学
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
戦
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
た
。
京
都
市
美
術
館
の
北
側
に
今
も
あ

る
喫
茶
店
「
ア
リ
ー
ナ
」
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。

両
市
の
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
昔
か
ら
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
市
庁
舎
前
広
場
の

ア
イ
ス
ド
リ
ー
ム
を
一
度
だ
け
楽
し
ん
だ
こ
と

が
あ
る
。
何
と
も
言
え
ぬ
爽
快
感
が
あ
っ
た
。

キ
ョ
ー
ト･

ア
リ
ー
ナ
に
は
、
京
大
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
部
に
所
属
時
、
約
半
年
間
お
世
話
に
な
っ

た
。
両
市
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
を
紹
介
で
き

た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お

願
い
し
た
ア
イ
ス
ド
リ
ー
ム
の
写
真
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
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◎◎ 空港送迎や観光に安心快適なハイヤー予約 ◎◎　Tel. O676-700 3728（英語＆独語）
＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan.fukuda@gmail.com（翻訳仲介ボランティア）＊＊
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月刊ウィーン 定期購読のご案内
お問い合わせは　gekkan.fukuda@gmail.com  宛にメールで、またはハガキや手紙で

K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にご連絡下さい。

聖シュテファン大聖堂モーツァルト命日追悼演奏会・真夜中の「レクイエム」

http://www.dojo.titech.ac.jp/

モーツァルトの葬儀が
1791 年 12 月６日に行
われた聖シュテファン大
聖堂で、今年も命日に「レ
クイエム」が福島章恭
指揮で演奏された。演
奏が終わり、亡くなっ
た時刻（12 月５日０時
55 分）に死者のための
小鐘が静かに打ち鳴ら
されて、静寂のうちに、
司祭者、演奏者が次々に
退場した。小鐘はモー
ツァルトの葬儀の時に
使ったもの。モーツァ
ルト直筆オリジナル楽
譜は国立図書館に所蔵。


